
業務の改善についての意見

①事業費収入を得るための具体的な対策づくり。

４　収支の状況

①おおむね予算どおりに執行されてお
り、経費削減にも努めている。
②経費削減のためにボランティアなどの
協力で草刈り・清掃活動を行っている。

総合評価総合評価総合評価総合評価

①限られた管理費で、おおむね適正な管理が行われている。
②事業収入が少なく、多額の持ち出しを行っているため、キャンプ場利用料
を徴収するなど支出負担の軽減が図れる仕組みづくりが望まれる。
③ほっと平山など周囲の他の施設との連携を図ることが望まれる。B

【評価の基準】 Ａ：仕様書の内容や目標を上回る成果があり、優れた管理運営が行われたもの
Ｂ：おおむね仕様書の内容どおりの成果があり、適正な管理が行われたもの
Ｃ：仕様書の内容や目標を下回る項目があり、さらなる工夫・努力及び改善が必要なもの
Ｄ：管理運営が適切に行われたとは認められず、大いに改善を要するもの

  改善を求める事項

　
①事業収入が少なく、多額の持ち出しを行っているため、キャンプ場利用料を徴収するなど支出負担の
軽減が図れる仕組みづくりが望まれる。
②地震対策について対応を考えておく必要がある。
③ほっと平山など周囲の他の施設との連携を図ることが望まれる。

  今後、充実させて取り組むべき事項

２　事業実施に関する
　　評価

①利用者の要望等を把握して、利用者
のニーズに合わせたプログラムを提供し
ている。
②インターネットや紙媒体（情報誌・チラ
シ）、マスコミ（新聞・テレビ・ラジオ等）を
利用してより広く情報発信している。ホー
ムページではイベント情報や甫喜の日記
帳など更新をこころがけている。また、出
前授業の際に宣伝する等地道な広報活
動にも努めている。

①教育委員会、学校、周辺施設
との連携を強め、学校教育と結
びついたプログラムを考えていく
ことが望まれる。

３　利用実績

①キャンプ場の利用者が３，５３６人（前
年度３，１６９人）と増加し、入館者数も
ほっきーの館とあわせると７，０３４人（前
年度６，４７０人）と増加した。入園者数も
５０，３２８人（前年度４６，５７６人）と増加
した。

平成23年度事業評価報告書　（施設名　　県立甫喜ヶ峰森林公園　　　　　）

項　　　目 評価できる取り組み等 改善すべき課題

１　運営に関する
　　評価

①ローテーション勤務により常に２人の
勤務体制を確立している。また、イベント
時等状況に合わせて勤務人数を増加し
たり、山林協会本部からの応援体制がと
れている。
②「甫喜ヶ峰森林公園安全マニュアル」
により、施設内も適正に管理され、利用
者の事故を未然に防ぐ安全確保ができ
ている。
③来園者への注意事項はトイレや掲示
板に掲示して注意喚起を行っている。

①地震対策について対応を考え
ておく必要がある。
②キャンプ場利用料を徴収する
など支出負担の軽減が図れる仕
組みづくりが望まれる。


